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別紙１ 

２０２２年度 廃棄物埋設施設 防災訓練実施計画書（第１部） 

１．訓練目的 

本訓練は、「濃縮・埋設事業所 埋設事業部 原子力事業者防災業務計画 第２章第５節２」に基づき、

原子力災害に対する緊急時対応能力の習熟・向上を図ることを目的とする。 

また、本訓練は、「埋設事業部対策組織 原子力防災訓練中期計画（２０２１年度～２０２４年度）」

に基づき、加工施設との同時発災および現実的なシナリオ想定のもとで、情報発信能力および緊急時対

応能力について確認する。 

具体的な達成目標および検証項目は以下のとおり。 

（１）「全社対策本部との情報共有ができること」 

達成目標：全社対策本部に対して情報共有ツールを用いて、適宜情報共有できること 

検証項目：①現場－緊急時対策所－全社対策本部間の情報共有が情報共有ツールによりタイムリ

ーに共有できること 

②情報フローに定めるとおりに、各要員が適切なタイミングで必要な情報を提供でき

ること

（２）「現場と緊急時対策所が連携できること」 

達成目標：手順に基づき、事象収束活動ができること 

検証項目：現場と緊急時対策所と連携を図り、収束活動に必要な要員、資機材、時間で事象収束活

動が実施できること 

（３）「その他制約条件への対応能力の向上」 

達成目標：原子力防災管理者が不在の場合においても、対策本部の対応能力に支障がないこと 

検証項目：原子力防災管理者が不在の場合おいても、あらかじめ定められた代行順に従って組織の

指揮・命令、適切なタイミングでＥＡＬ判断および防災体制を発令し、全体統括ができ

ること 

２．実施日時および対象施設 

（１）実施日時 

２０２２年１１月８日（火）９：３０ ～ １２：００（予定）（反省会含む） 

（２）対象施設 

廃棄物埋設施設 
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３．実施体制、評価体制および訓練対象者 

（１）実施体制 

（２）評価体制 

各活動場所に評価者を配置し、評価者による評価および訓練終了後に訓練参加者による訓練反省

会等を通じて、改善事項の抽出を行う。 

（３）訓練対象者 

埋設事業部対策組織要員 

４．訓練項目 

  総合訓練 

５．訓練内容 

（１）通報訓練 

（２）救護訓練 

（３）モニタリング訓練 

（４）避難誘導訓練 

（５）その他必要と認める訓練 

ａ．事業部対策本部対応訓練 

ｂ．現場対策活動訓練 

ｃ．全社対策本部等との連携訓練 

原子力緊急事態支援組織 
情報連絡
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６．防災訓練のために想定した原子力災害の概要 

７．新型コロナウイルス感染症対策 

新型コロナウイルス感染症対策のため、以下の対応を実施する。 

・訓練参加者（現場対応者含む）は、原則マスク着用とする。（ただし、防護具類着用時は除く。）

・緊急時対策所内で活動する要員は可能な限り人数を制限して対応するものとする。

・緊急時対策所内は換気を実施するとともに、座席には可能な範囲で仕切りを設置する。

８．添付資料 

１－（１）：廃棄物埋設施設 防災訓練 第１部シナリオフロー 

以 上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

訓練シナリオ情報を含むため非公開
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別紙２ 

２０２２年度 廃棄物埋設施設 防災訓練実施計画書（第２部） 

１．訓練目的 

本訓練は、「濃縮・埋設事業所 埋設事業部 原子力事業者防災業務計画 第２章第５節２」に基づき、

実施するものである。 

また、本訓練は、「埋設事業部対策組織 原子力防災訓練中期計画（２０２１年度～２０２４年度）」

に基づき、原子力災害発生時において手順に基づく情報発信ができることについて確認する。 

具体的な達成目標、検証項目は以下のとおり。 

（１）「確実な通報・連絡ができること」 

達成目標：手順に基づき、所定時間内に通報連絡が実施できること 

検証項目：①適切な通報様式を用いて、所定時間内に通報・連絡ができること 

②通報文チェックツールを用いて、通報文の発信前確認ができること

③事象進展に応じて、適切な間隔で第２５条報告ができること

（２）「事業部対策本部と全社対策本部間の情報共有ができること」 

達成目標：ＥＡＬ判断および防災体制を発令し、全社対策本部へ情報共有できること 

検証項目：適切なタイミングでＥＡＬ判断および防災体制を発令し、全社対策本部へ情報共有 

ツールによる情報共有ができること

２．実施日時および対象施設 

（１）実施日時 

２０２２年１１月８日（火）１３：３０～１５：００（予定）（反省会含む） 

（２）対象施設 

廃棄物埋設施設 
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３．実施体制、評価体制および訓練対象者 

（１）実施体制 

（２）評価体制 

活動場所に評価者を配置し、評価者による評価および訓練終了後に訓練参加者による訓練反省会

等を通じて、改善事項の抽出を行う。 

（３）訓練対象者 

埋設事業部対策組織要員のうち本部員、本部事務局 

４．訓練項目 

  総合訓練 

５．訓練内容 

（１）通報訓練 

（２）その他必要と認める訓練 

ａ．事業部対策本部対応訓練 

６．防災訓練のために想定した原子力災害の概要 

全社対策本部 

・事務本館(即応ｾﾝﾀｰ含)

・青森地域共生本社

・東京支社

 
 
 
 
 

訓練シナリオ情報を含むため非公開
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７．新型コロナウイルス感染症対策 

新型コロナウイルス感染症対策のため、以下の対応を実施する。 

・訓練参加者は、原則マスク着用とする。

・緊急時対策所内で活動する要員は可能な限り人数を制限して対応するものとする。

・緊急時対策所内は換気を実施するとともに、座席には可能な範囲で仕切りを設置する。

【添付資料】 

添付資料２－（１）：廃棄物埋設施設 防災訓練 第２部シナリオフロー 

以 上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

訓練シナリオ情報を含むため非公開



添付資料１－（１）

廃棄物埋設施設 防災訓練 第１部シナリオフロー（1/2）

【検証ポイント①】
現場－緊急時対策所－全社対策本部間の情報共有が情報共有ツールによりタイム
リーに共有できること

【検証ポイント③】
現場と緊急時対策所と連携を図り、収束活動に必要な要員、資機材、時間で事象収
束活動が実施できること

【検証ポイント②】
情報フローに定めるとおりに、各要員が適切なタイミングで必要な情報を提供できる
こと

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

訓練シナリオ情報を含むため非公開



廃棄物埋設施設 防災訓練 第１部シナリオフロー（2/2）

【検証ポイント①】
現場－緊急時対策所－全社対策本部間の情報共有が情報共有ツールによりタイム
リーに共有できること

【検証ポイント③】
現場と緊急時対策所と連携を図り、収束活動に必要な要員、資機材、時間で事象収
束活動が実施できること

【検証ポイント②】
情報フローに定めるとおりに、各要員が適切なタイミングで必要な情報を提供できる
こと

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

訓練シナリオ情報を含むため非公開



目安時間

ＥＲＣ対応者 対策本部 本部事務局 各対策班

（実動） （実働） （実動） （コントローラ）

13:30

13:35

13:40

13:45

13:50

13:55

14:00

14:05

14:10

事象発生 緊急時対策所

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

訓練シナリオ情報を含むため非公開



目安時間

ＥＲＣ対応者 対策本部 本部事務局 各対策班

（実動） （実働） （実動） （コントローラ）

事象発生 緊急時対策所

14:15

14:20

14:25

14:30

14:35

【検証ポイント①】

適切な通報様式を用いて、所定時間内に通報・連絡ができること

【検証ポイント②】

通報文チェックツールを用いて、通報文の発信前確認ができること

【検証ポイント③】

事象進展に応じて、適切な間隔で第２５条報告ができること

【検証ポイント④】

適切なタイミングでＥＡＬ判断および防災体制を発令し、全社対策本部

へ情報共有ツールによる情報共有ができること

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

訓練シナリオ情報を含むため非公開



【問題】 
復旧班のＣＯＰ③（戦略シート）に記載された優先順
位毎の応急処置完了予定時刻が何度も変更されてい
た。 

【問題】 
ＣＯＰ資料の字が細かく、情報量が多いため、事象内
容やその対応を把握しづらかった。 

【問題】 
１件の⽕災発⽣個所に対し、ＣＯＰ②（低レベル廃棄
物管理建屋１F）の異なる 2 か所に吹き出しを記載した
ため、複数の場所で⽕災が発⽣したと誤解が⽣じるおそ
れがあった。 


